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〔壼員鵬鬱霊〕

霊鬱景纏聾ら晃た』＼ワイ塵置生配

2009年3月3日は低気圧を伴う気圧の谷の影響で，前日

よりも格段に冷え込み，東京ではこの冬，初となる積

雪を観測した着込んでいた厚いコートを空港に預け，

雨混じりの湿った雪が舞い散る成田空港の滑走路から 20°N 

]ALWAYS ]007暉が定刻通りに離陸したジェット気

流を背に受けながら向かった先は，年中シャツ1枚で事

足りる南国の島・ハワイ島である

仄駁坪度の大学院気候学ゼミナールの巡検は， 2009年

3月3日～ 10日という日程で，佐藤典人教授のもと院生2

名（安藤博之，下口嵩司）と学部生3名（荒木友輔，小口

淳平，桑野和耀）が集まり，アメリカ合衆国の第50番目

の州であるハワイ州において，ハワイ島内における気候 19°N 

景観の変化や溶岩平原からみる島の成り立ち，火山活動

等といった多様な自然環境を視察する目的で行われた

ホットスポット上を北西方向に年間数cmで移動する

ハワイ諸島においてもっとも面積が大きく，今なおキ

ラウエア(Kilauea)から流出する溶岩によって成長を続

けている“火の島＇ハワイ島は，緯度的に定常性の高い

偏東風（＝貿易風）の影響を受けるゾーンに位置している

（第 1図）．

そのため，太平洋から十分な水蒸気を供給される暖湿

な東寄りの風が，中央部にそびえる標高伯①m級のマウ

ナ・ケア(MaunaKea)やマウナ・ロア(MaunaLoa)に当

たることから，ハワイ島内の東側と西側においては驚く

ほどにその環境が異なっている例えば風上である島

の東側ではそれまで障害物の無い太平洋上を吹送して

いた暖湿な東寄りの風が，突如現れたマウナ・ケアやマ

ウナ・ロアによって強制的に地形性上昇し，その際に含

んでいた多量の水蒸気が雨となって島の東側に影響を及

ぼす．また，風下である島の西側では，偏東風の山陰と

なるため水蒸気を放出した気塊が乾燥断熱的に吹き下り

ることから，空気は乾燥し気温も高くなる．つまりハワ

イ島においては，東西でまった＜性質の違う気候帯が広

がっていることになる．

そこで，本稿では8日間の全日程のうち，カイルア・

コナ(KailuaKona)からヒロ(Hilo)，キラウエアと時計回

りに周回し，そしてまたカイルア・コナに戻るという移

156°W 155°W 

第 1図 ハワイ島の概略図と写真の撮影地

動コースで，偏東風の風下側から風上側にかけて移動し

た際における気候景観の相違を，おもに降水量と気温の

差に着目することで， 刻々と変化する植生の分布につい

て記していく

日付変更線を越えたことにより，日本を3月3日の夜に

出発したというのにハワイ到着時は同日の朝という奇妙

な感覚を覚えながらも，約6.5時間のフライトを終えた

我々は， 19時間という時差をものともせず，すぐさまコ

ナ国際空港でレンタカーを借りてヒロに向け北上した

19号線に入り直線的な道路を走っている と，その両

側にフアラライ (Hualalai)から流出した溶岩によ って形

成された真っ黒な平原と，まばらに点在している丈の低

い草木が広がる光景を見ることができた（写真 l)．アア

溶岩とパホエホエ溶岩が交互に広がる中で，枯れかけた

ような草木が点在している風景は，まさしく“荒涼＂と

いう言葉がふさわしく， ‘‘楽園＇というハワイに対する

単純なイメージを崩すのには十分すぎるほどに自然本

来の姿が眼前に広がっていたのである．

この地域の植生が貧弱な理由は，流出した溶岩が比較

的新しい（約200年前のもの）ことに加え，偏東風の山越
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えにより風下域が乾燥するフェーン現象も相まってのこ

とであると考えられるつまりこの“荒涼＂とした風

景は，植物が生育するのに必要な土壌水分と養分が十分

ではないということに起因していると思われる．

しかし，東を向けば山頂が雲に隠れるほどに高くそび

えたマウナ・ケアやマウナ・ロアのなだらかな斜面が，

西を向けば果てしなく続く太平洋の大海原が視界に入っ

てくる地平線と水平線を同時に見られるのは圧巻の一

言であった

また， ときおり真っ黒な溶岩の上に白い文字が描かれ

ていたがこれは観光客が白い石を並べて作った石文字

である日本語や英語スペイン語とあらゆる国の言語

が黒い大地に浮かび上がっていた（写真 1)

さらに北上し，昼食をとるために島内最古の火山であ

るコハラ(Kohala)の麓に位置するワイメア(Wairnea)を

目指したワイメアは古くからカウボーイの町として栄

え，アメリカ最大規模の牧場と言われる，パーカー牧場

(Parker Ranch)があることでも有名である．

その途中で， これまでは丈の低い草木がまばらに広

がっていたのだが写真2を見ても明らかなように草木

の丈と密度が高くなっていることに気付かされた．この

地域は西岸のカイルア・コナほどではないにしろ，風下

の乾燥の影響を受けそうな場所ではあるが，この植生の

差は何であろうかその理由のひとつとしてコハラが非

常に古い火山であるからと考えられる最後に噴火して

から現在に至るまでの10万年以上という途方もない年月

が漆黒の大地に植生の回復をもたらしたのだろうまた，

写真 1 カイルア・コナ近傍でのまばらな植生と
溶岩平原 (2009年3月3日・下口撮影）

写真 2 ワイメアヘ向かう途中の植生
(2009年3月3日・下口撮影）

前述したように大牧場が広がるワイメア周辺は比較的降

水にも恵まれていることから，土壌水分の増加と養分の

供給がこの地域における植生の高密度化（カイルア・コ

ナ方面と比較して）を助長したと考えられる．

ワイメアから東へ進路を移し，島内の東側に位置するホ

ノカア(Honoka'a)周辺に近づいていくと，道路の両側に広

がる草木が丈の低いものから，緑が濃<,10mを超えるほ

どに高く生い茂ったものへと変わっていき，これまでの西

側地域に分布していたものと比べると植生が大きく変化し

たことを明瞭に確認することができた（写真3).

マウナ・ケアはコハラの次に古く，その活動は約400)

年前に終わったとされている．そのことから鑑みると，

パーカー牧場と同様に，長い年月が植生を回復させたと

考えることもできるがそれに加えて気温と降水量が

もっとも重要な因子となっていることがわかる．

事実ワイメアから島の東側へ向かうにつれて植生は

劇的に回復していくのだがそれに比例するかのように

雲量も多くなっていく点が印象的であったさらには，

それまでの青空が嘘のように辺りは暗くなっていき，突

如大粒の雨が降り出したその降水の強さとフロントガ

ラスに当たる雨音に少々驚きながらも，ほとんど前が見

えない悪視程の中で車を走らせた しかし，この強雨は

ほんの 5~6分で止み，直後には青空さえ確認するこ

とができた現地の住民はこの突如降る強雨を“シャ

ワー＂と呼称しているが，この地域の降水は島の東側

へ向かうにつれてマウナ ・ケアやマウナ ・ロアにぶつか

る暖湿な偏東風の気流による地形性降雨の影響が色濃く
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表れた結果なのであろう．緯度的に年中嵩温で，降水最

も十分にあるため，緑豊かで丈の嵩い木々が育つのに適

した環境が広がっているのだ

ヒロヘ向かう途中，我々はアカカの滝(AkakaFalls) 

に立ち寄ったのだが，落差134mの滝の全景が見られる

ビューポイントに行きつく以前に目を奪われたものが

あったそれは写真4のような自生する巨大なシダ類

の密林である．太古の昔へ逆戻りしたかのような錯覚を

覚えてしまうほどに圧倒的な存在感と．風下側のカイル

ア・コナ方面ではまず見ることのできないうっそうとし

た植物を，文字通り全身に包まれながら体感することが

できた

この地域では島の東側ということで定常的に多量な降

水がありかつ年中温暖な気候が植物の生長を促進させ

ていると考えられる．とりわけ， シダ類にとっては高温

多湿という生育に適した環境にあるため，ハワイ固有種

であるハプ・ウ (hapu'u)やアマ・ウ (ama'u)といった

大型の木性シダを中心に多種多様な植物がはるか頭上

高くまでそびえていたまた，密集したシダ類等により

日光が遮られるため，足元にはコケ類も繁茂していた．

一般的に，シダ類には湿地を好むという生育環境も相

まってネガティブなイメ ージが先行していると思われる

がハワイでは昔から人々の生活に欠かせない植物とし

て身近なものとされてきた例えば丈夫な繊維を衣服

の補修に用いたり，あるいは飢饉のときの非常食にした

りとその応用の幅は広く，多岐にわたっている．

巡検1日目の宿泊地であるヒロは，その周辺が偏東風

写真 3 生い茂った植物群 (2009年3月3日・小口撮影）

の風上域に位置するため，ハワイ島内において年間の降

水量が圧倒的に多い地域である．そのため，市内には高

温多湿で日当たりの良い場所に好んで生息する，バニャ

ン・ツリー（写真5)と呼ばれる樹種が繁茂し，美しい並

木道が形成されていたまさしく気温降水量，どちら

をとっても生育には絶好の気候環境を有していることが

わかる．

バニャン ・ツリーはもともと 1本の幹が直立に伸長し，

分枝した枝から多数の柱状の気根を地表に下ろすことで

徐々に巨大になっていく植物である．並木道として市内

の景観を美しく保つだけではなく，横に広がった枝など

は鳥たちの憩いの場として一役をかっていることから，

ハワイ島ではあらゆる場面において生物と植物が共存し

ている姿を目にすることができる

翌日，朝から小雨が降る中で，若干の肌寒さを感じなが

ら我々 はヒロを出発してカイルア ・コナに向け南下した

ハワイ火山国立公園を後にし，我々はハワイ島のサウ

ス・ポイントであるカ・ラエ(KaLae)へと向かったカ・

ラエはハワイ島の最南端（つまりはアメリカ合衆国の最

南端と言えるだろうか）に位置し，地理学的な視点から

非常に興味の惹かれるものがあったそれは，モンキー

ポッド・ツリーというネムノキ科の樹木で，数年前にテ

レビのCMで一世を風靡した巨大な木である．枝を左右

対称に大きく広げた樹冠がまるで傘のような形状にな

り，樹高が20~30mにもなる高木である．本来ならば，

地面に対して垂直に伸長した巨木となるのであるが， こ

こ，カ・ラエにある民家が庭に植えているモンキーポッド・

写真 4 アカカの滝におけるシダ類の密林
(2009年3月3日・安藤撮影）
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写真 5 ヒロ市内における巨大なバニャン・ツ リー
(2009年3月3日・下口撮影）

ツリ ーは偏形樹として“教科書的＂な伸長をしていた

偏形樹は木が生長する段階で，ある一定方向からの圧

力を受けたために垂直に伸びることのできなかったもの

を指し，特に風下側に向かって枝や幹を曲げるため，そ

の偏形度合と方向からおおよその卓越風向と風の強さを

知ることのできる指標生物である．写真6からわかるこ

の地域における風の特徴を述べると，伸びた枝は東側へ

曲がっていたことから，また，非常に太い幹にもかかわ

らず，ほぼ直角に偏形していることから，非常に強い東

寄りの卓越風の影響を色濃く受けていることがうかがえ

る．つまり，ハワイ島の南側地域においては，島の中央

部にそびえる山々を迂回することで強化された偏東風が

常に吹送していると考えられる事実写真6の偏形樹

を撮影した地点からは風力発電用のプロペラが林立して

いる光景を見ることができた

巡検における 8日間の全日程のうち， 1~2日目にお

けるカイルア・コナからヒロ，キラウエアと時計回りに

周回し，そしてまたカイルア・コナに戻るという移動コー

スで刻々と変化する様々な気候景観を視察していった結

果，以下のようなことがわかった．

暖湿な偏東風における風上側の多降水と風下側の乾燥

に焦点を当てた植生との対応については，ハワイ島の西

海岸から時計回りに周回した移動コースにおける植生の

分布をまとめると，流出した溶岩の年代に因るところは

多々あるのだが偏東風におけるフェーン現象が大きく

関与しているカイルア ・コナ側では，乾燥が激しいため

に丈の低い草木がまばらに点在するだけであるまた，

写真 6 カ・ラエ近傍での偏形樹
(2009年 3月4日・下口撮影）

徐々に降水量が増えていく気候環境下になるにつれて

（つまり東海岸へ近付くにつれて）植生はその丈も密度も

高く，青々としていきさらに暖湿な偏東風が島の中央

部にそびえる山々 にぶつかることで， ヒロ側では頻繁に

多量の降水がもたらされるため年間を通して高温多湿と

なり，その環境を好むシダ類やバニャン・ツリー等が非

常に大きく生育し，密林が形成されるほどである．

以上のように，ハワイ島の湿度と降水量の東西差は極

めて対照的でありその影響が植生の分布に色濃く反映

されていることがわかった

偏東風の影響は，前述した湿度と降水量の東西差を

引き起こすのみならず，マウナ ・ケアやマウナ ・ロアと

いったハワイ島の中央部にそびえる山々を迂回すること

によって強化された東寄りの風がサウス ・ポイント付近

に吹送することによって，偏形樹が多数形成され， さら

に，風力発電用のプロペラを設置する点で効果的な場所

となっている．

以上のように，ハワイ島において偏東風は植物に影響

を及ぼすのみならず，人間生活にも密接に関係してくる

ものであることがわかった

ことのほかハワイ島といえば火山や溶岩に目が向きが

ちではあるが今回の気候環境と植生の対応以外にも島

の周回を通して体感できる事象は示唆に富んだ内容がそ

ろっているまさしく地理的地球科学的な興味や関心

をかきたてる絶好のフィールドと言えることができるの

ではないだろうか

［下口 嵩司・法政大学大学院人文科学研究科地理学専攻］
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